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　　5　10　15　20　25　　 　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　　（9ti）　　　　　　　　　65歳以上人口比率
（注）　1．1970年以降，5年ごとの値をプロットしたものである。
　　2．ドイツは旧西ドイツ
（資料）　大蔵省「図説日本の税制」（1993年度版）
　　　UN，　World　Population　Prospects　1990
　　　　　　　　　　　　　　　　　1994年度特別講i義要旨　　　　　　　　　　　　　　　　49
　社会保障に対しては，その給付費の比重が高まるのは不可避となろう。年金や医療がどうして
も高齢者のニーズに応じて給付が増加するのは，自然な傾向である。しかし，このことが余りに
大きい財政負担を招くとなると，経済の活力は失われるであろう。
2．高齢化社会における国民負担率
　次の図2は，主要国における人口高齢化と国民負担率の推移を散布図でみたものである。人口
高齢化が進んでいるスウェーデンでは，国民負担率（租税プラス社会保険料を国民所得で割った
数字）は，すでに75％をこえている。これは，やや信じがたい数字であるが，かりに65歳以上人
口比率が25％に近づく日本の場合は，このグラフのプロットの先をみれぽ，100％近くになる。
しかし，このようなことはありえない。
　日本の社会保障は，なるべくスリムにしていった方がよい。図2でいえぽ，日本，アメリカ，
イギリスの点の先の方向に低目に国民負担率をもっていく方向が望ましい。そのためには，何よ
りも潜在成長力を高目に維持していくことが重要である。社会保障もそのためには，勤労意欲，
貯蓄意欲，投資意欲をなるべくそこなわないように設計されるべきである。
